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1 はじめに
平成20年度機器・分析技術研究会報告
福井大学工学部技術部第一技術室
東郷広一峠正範
平成 20年9月25、26日の 2日問、「ホテル奥道後jにて‘愛媛大学主催の『平成 20年度機器・分析技術研究会Jが
開催された。本研究会は全国の国立大学、高等専門学校等に勤務する妓術系職員の技術発表・討論を目的としてい
る研究会である。本研究会では、25日には 35件、26日には 36件の技術発表(計 71件)が行われた。
今回.工学部先端科学妓術育成センヲー(以下、当センヲー)における教育・研究の事例紹介について発表を行った
ので‘機器・分析技術研究会の状況と併せて報告する。
2 概要
愛媛大学学長小松正幸先生より、挨拶があり、技術職員についての話があった。内容としては‘運営交付金の削
減により、今日の大学を取り巻く環境はより厳しいものになってきている。それに伴い技術職員も削減され、教員が機
械のメンテナンス等を行っていることもあり、研究に費やす時間が十分ではない。その結果、学部生・院生を使って実
験、報告を行う形になりつつあり‘大学院での学習内容(技術)が先進・特化したものになるに従って、企業等に就職し
たときに大学での学習内容が、そのまま活かされないケースが目立っている。対策としては、技術職員の数を増やし
て、技術職員に先進技術を取り扱う形にしてもらい、大学院での研究内容を市場に合う広範なものにしていくことが必
要だと考えられるとの話があった。
また今回の研究会では 71テーマの研究がポス9ー セッション形式で発表された。(昨年までは講演会形式とポス9
形式の複合、若しくは講演会形式のみであったが、今回はポス宇一形式のみでの発表であった。)また特別講演とし
て‘25日には愛媛大学の谷口義明先生より、「暗黒宇宙の謎に銚む」という題目で講演があり、26日には大阪大学の
山田先生より「大学の安全衛生についてJとの題目で講演があった。
3 発表報告
著者らは、本研究会で「福井大学工学部先端科学技術育成センヲーにおける教育・研究の事例紹介』と題し、報告
を行った。他大学等からは、当セン9ー にて所有している最新鋭工作機械rCNC複合旋盤等Jの教育への活用事例‘
及び購入費の捻出、それに伴う職員の新規採用についての質問があった。他大学の発表では、纏めて専門性の高い
技術・研究が紹介されていた。個人的にではあるが.他大学にて.当セン$zーと同じ形態の機械工場にて、マルチメデ
ィアを活用した機械工作の安全教材の開発事例の発表があり、とても参考になった。肉容としては、動画や音声など、
五感に訴える内容で作業方法を指導する『動画教材」と、学生が機械工作実習で体験した作業の安全性について、機
械系の基礎・専門科目で学習した内容から考察・学習できるらうーニング教材」の開発報告があり、これに習い‘現
在、当センヲーでも同械の教材導入を検討中であるロ
4 特別講演会
25日には『暗黒字宙の謎に挑むJという題目で愛媛大学宇宙進化研究セン告ーセン9一長谷口義明先生より講
演が行われた。内容としては、宇宙を支配しているのは重力であり、惑星そのものにも重力がある固宇宙を操るものは、
「暗黒エネルギー 70%Jr暗黒物質 26也Jr原子物質 4%Jで構成されていて、現在の科学力では「暗黒エネルギーJにつ
いては、まだまだ不明な点が多いが「暗黒物質」については、詳細が徐々に分かりつつあるとの内容であった。また他
には「宇宙には太陽と同じ惑星は 10∞-2000億個あるJr宇宙の年齢は 137億年:!:2億年Jr太陽の重さは 1000kgJ
「宇宙は有限である」等の話があり、個人的には『宇宙は無限に存在する」との認識があったため、とても衝撃的だっ
た。
26日には、大阪大学安全衛生管理部の山田等先生より、安全衛生管理についての特別講演があった。大阪大学で
は、安全衛生でチ工ツヴする部屋に、予め「安全衛生チェックシート』を貼り付けておいて、それを元に週一のベースで
「安全衛生チェツクシートJを元に監査をしたL人毎週の監査以外に1ヶ月毎に別のチエッヲシー ト(貼り付け無し)て、監査
を行ったりしているとの話があった。また監査の際、3因不具合が発生すると、個別に指導をして改善に努めていると
のことであった。
5 まとめ
平成 20年度機器・分析技術研究会にて発表報告を行った。研究会には多くの技術職員が参加し、大変盛況であっ
た、特別講演では、愛媛大学宇宙進化研究センヲ セン告一長谷口義明先生、大阪大学安全衛生管理部山田等
先生によるご講演があり、普段の業務の分野とは異なるお話を聴くことができ.とても新鮮であった。
本研究会に参加して、今後の技術職員は.専門性に特化した先端の筏術習得を行い‘その技術を核に各研究室へ
実験等の補助をしていくことが必要であると感じた。また.本研究会に参加したことで、普段の業務では交流すること
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のできない他大学の技術職員の方々とも交流することができ、視野が広がって良かった。
最後に本研究会へ参加する機会を与えて頂きました関係者の皆織に感謝致します。
平成 20年度機器・分析技術研究会プログラム(閲覧したもののみ記載)
[特別講演]
『暗黒字宙の謎に挑む』愛雄大学宇宙進化研究センヲ セン告 長谷口義明先生
『大学の安全衛生について』大阪大学安全衛生管理部山田等
【ポスヲ一発表]
(P~2A)電子顕微鏡画像の計測大阪市立大学長谷川浩史
(P~3A)研究支媛および技術力向よへの取り組み京都大学桑田啓子
(P~4A)波長分散型蛍光 X 線分光;去を用いた実験不明廃棄物の分析東京大学栄慎也
(P~5A)Co 基磁気記録媒体用合金の透過型電子顕微鏡観察東北大学小林恒誠
(P~6A)ドライエッチングされた AI 表面の EDX 分析と S; 固体、ノースを用いたエッチング子ヤンパー内の残留酸素の低減
(P~ 7A)熱電交換材料評価用ホール測定装置の製作名古屋工業大学玉岡悟司
(P~BA)熱分析装置を用いた研究紹介富山大学平田暁子
東京工業大学松谷晃宏
(P~9A)蛍光 X 線分析;去を用いたチヲン表面におけるリン酸カルシウム析出量の評価東北大学阿部干景
(P~12A)マル子メディアを活用した機械工作の安全技術教育群馬大学中薄剛
(P~13A)新学科による分析実験のテ マづくりの依領名古屋工業大学松原孝歪
(P~14A)MEMS 製作プロセスの機能性流体デバイスへの応用東京工業大学西岡園生
(P~15A)技術部による学内粉じん作業環境測定群馬大学野口克也
(P~16A)大学内での高圧ガス講習と諸問題愛媛大学鎌田浩子
(P~ 17 A)TCP /IPを用いた放射光ビームラインのリモートコントロールシステムの開発自然科学研究機構酒井雅弘
(P~19A)元素分析装置(CHN 元素分析)燃焼管破損について名古屋大学永田陽子
(P~20A)放射線還元，舌性化プロドラッゲの設計と活性評価京都大学八田博司
(P~21A)熱分析装置による熱重量測定を主体とした新調湿建材の吸放湿メカニズムの解明信州大学岩井一博
(P~22A)千葉大学分析センヲーでの 26 年を振り返って千葉大学原律子
(P~24A)透過電子顕微鏡(TEM)の維持・管理‘分析に携わって一五十の手習いー長岡技術科学大学程内和範
(P-25A)Visual Basicによるデ一世取り込みプログラムの作成佐賀大学鳥飼紀雄
(P~26A)液中レーザー照射による材料反応プロセスの開発名古屋大学高田昇治
(P~2BA)チヲン製遠心ポンプ型補助人工心臓の製作東京工業大学長峯靖之
(P~29A)創作パ、ノコン入門ーデュアルコア CPU 搭載 Windowes7 を考慮してー東京大学浅川武
(P~31A)望遠レンズと CCD カメラを用いた 4 画像取得システムの検討信州大学小林史利
(P~32A)分光光度計および Microsoft Exce!ソlレ1¥ー による多価酸の解離定数決定法岩手大学佐々木茂子
(P~33A)復動型スヲーリングエンジンの製作と工学実験用性能計測システムの構築函館工業高等専門学校川合政人
(P~34A)質量分析装置イオン化室に関する保守技術埼玉大学杉山孝雄
(P~1 B)3次元座梅測定機による依頼測定東京工業大学小出孝道
(P~2B)レザ顕微鏡によるガラス粉焼結体の観察東京工業大学吉川英見
(P~4日)大学実験室における作業環境測定岡山大学高丸厚子
(P~5日)分析機器を利用した SPP 事業「化学物質を分析する t 教科書から実化学へ-Jに参加して鳥取大学諸吉美奈
(P~6B)福井大学工学部先端科学技術育成センヲーにおける教育・研究の事例紹介福井大学峠E範
(P~BB)シャドウィング;圭を用いた糖皮膜磁性超微粒子の TEM 観繋三重大学中村昇ニ
(P~9B)高圧燃焼器の製作大分大学嶋田不美生
(P~10日)LabVIEW を用いた計測およびデ一世収録大分大学伊波護
(P~11日)試薬管理支援システムの運用改善と問題点岐阜大学武沢 夫
(P~12日)電子力Jレ子連燐型耳鼻咽喉科検査部門サーバーの開発ー聴覚様査を中心に一富山大学武田精一
(P~14日)三重大学における作業環境測定放射性物質 三重大学田村雅史
(P~15日)共焦点レザー蛍光顕微鏡の設置について富山大学川原昌彦
(P~16日)学部 1 年生化学実験における実験実施前教育の訟み長岡技術科学大学大塩茂夫
(Pー17B)GPSを用いた PC肉部時計の校正について東京大学吉田英人
(P~19B)X 線反射率法を用いた薄膜情造評価の提供に向けて東京工業大学鈴木優一
(P~21日)簡易画像計測システムの開発東京工業大学岩田正孝
(P~22B)二次元温度場計測結果の三次元立体視装置を用いた学生実験の試み苫小牧工業高等専門学校林忠男
(P~23B)学肉ネ・ノトを利用した分析機器予約及び刺用状況確認シス子ム東京工業大学娼克明
(P~24日川MR の保守管理・温度校正について熊本大学磁部靖博
(P~25日)蛍光 X 線装置の立ち上げに取り組んで大阪大学飯島憲
(P~26日)技術部が取組む作業環境測定三重大学前田浩二
(P~2BB)人材確保への足がかり琉球大学小野朋典
(P~29日)琉琢大学機器分析支媛センヲーの紹介琉球大学儀間真
(P~35日)続 NMR への液体ヘリウム学内供給開始課題克服千葉大学吉本佐紀
(P~36B)彫金函の製作愛媛大学稲田静磨
